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観測部月報

東亜天文協會
★流星課だよリ　（85）　　　　　　　　　　　　小横孝二郎

　十一月は右名な1・eoitidsの1・1である，朗現は奈く例年並に落ちてしまつ索だらうが極

大前後は注意ぜ～ユばならゲ）・！憾1二は幸ひ大し†二月の邪魔もない．上旬から中旬にかけて｛t

牛雄羊座から火球な作ふ流屋群が放射すろ，最近の流星天交學界で重要覗されてるるので

特に槻測か希望する．其他月初の双子座流星群，下｛i」の大熊座流星群卜座流星具も　アンド

ロメダ流星群等の流星群も注意すぺ：ものである．

　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　×

　前回轍；｝「後弓清し†こ報告は松橋高四郎氏（東京）のへ月11，13日目もの，坂上務氏（鹿

．5己島）の八月4日及12日のもの，賓方雅雄氏（京城）の七月31日～1日のもの・古井耕一

氏（竹原）の五月乃盟七月のものである．他に京都の溝水眞次氏から火球の報告があっす二．

筆者が九月に入って今弐でに観測しt：　tのは下｛氾の一回のみである．

　　　　　　日付　　　　　　　　時　　　間　　　　流屋藪
　　　　　4，　H　　　　　　　　2　0芋50ク｝一3　n＄　so　ssj（60う｝）　　　　21

　六月以後の槻測集計は次回に獲表の豫ラヒであろ．

★太陽課だよリ

　報告者

　天候

全員で補へば畝測日なしミ云ふ好成績であっt：’

　概況　更に前月よりも相羽数は2割乃…E3＝1’11波少しt：，

にlll旬力㌔林1しカ・つ†こ，

　肉眼的黒山　　　　　　坂上，　　津留，　　1E村，

　　　　　習毘it［11日2118 713
　　　　　’1葺」＝見日数711　6　5
　　　　　黒黒占郡纏歎　　　15　　　16　　　　9　　　　9

先月よりい曾目し†；．lewtiJ日ミ出現日数の比は0・49であるから，

ゴこわけしこ「rよる．π1∫もノく1祁分・がド旬でi）ろ・

1“

O．9

（九月27日｝氾）

　14名（前JIより2名櫓）新報it；’者は織田，島崎，野村の3附氏．

例年9月に悪い方であろが，本年は比較的晴天Vvく，槻測日数に燈解し†こ．結lll｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月の最盛期の半分に近い，特

　　　　　　　　　上旬及下旬には相f：鮎呪磯な畿’kた・見すご搬である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀m，　　～卜盟．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ケ月tll’卜分は顯れ，て屠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中にも25日，27日頃lli央通過し7こ南IO度附近の

南黒鮎群が最もよく映じ†こ様である・但し前者は明かに1群εして見られアこが，後者は2聯

こすろよりも，望遠鏡的に見れば長大な1眉半こしt：方が正しい様であっゴこ．

　南北雨串球の比較　　　　　椙錯殴か南北別に示すS

　　　　津留　　　織田　　　木屑　　　，1’：，　iTgf　　沓掛　　　淺1、・｝　　堀田

　　i“j　2・L7　2il，　ilr）il・　3・LT　32．r）　7：1　50
　　4ヒ　　45．0　　　　　　60．3　　　　　　62．・1・　　　　　38，1う　　　　　66．1　　　　　　：IO　　　　　　　76
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太陽課黒S蟻封敏報告（1938年8月）
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上表の如くであろ．別居氏か除v’t：　6名の李均は，南1．00に封して，北1・72（観測者別の

Weightか附して居ないから正確なもので（t　tgL・が）εなって來tこ．但し，沓掛氏1よ全黒

鮎の緯度か槻測されて11働｝るか・ら，先づ同氏の値の方が眞に近いノこらう．tにかく繭月（8

月）ミは逆に歴倒的に北牛球の川現が多かつ？：搬である．最し高緯度の｛弍25日に東宇球に

突起し†こ小群で，北27。（沓掛氏）同42。（津留氏）であっす二・小生の概園に依｛τば前者の

値の方が正しい様である．さして顯著なものでは無かつアこ．

　莫他　堀m氏より3日以上槻測し†二黒黙群の緯1巽，人ケツチ4日分即ら10鍛群，沖留氏

よりも肉眼的3無恥群のスケッチ入手．

　課員へ蓮信　南北爾牛球に分けく　J～：一られる方への注意・下表な参考にじ（一1¢さい．

　　　　　　　11月7日　北搬が東へ23。6。lli心の緯度　＋3．7。

　　　　　　　　　17　21J　十2．6
　　　　　　　　　27　17．9　十1．4
X，大阪の某氏統計の1ケ年毎の結果御報告下さい・

叉，親測器械は出埋るだけ併川九・避けて下さい．

　訂正　天界209號　和封敷表，（1938｛1こ6月）は（1931｝年7月）t訂］E．失禮しまし7：，

　　　　　　　　　猫1ほ二上の天界205も209に訂正．課員にお詑びします．

　　　　天タ轟2［O號　 非ll塗重圏ユξ41，オi要希？1隻15日62（‡，63　t言Ml

　　　　天界2】O號　ii巳llI中（386）報it；・／g－10V，　Ct121：，　（　）内3名【ミ1名に訂正

羊墜光星課　朔分報級理下表の通り
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　8月分報告者追加　廣瀬永治郎　岐阜縣芙濃町　15星　4〔｝EWVJ・

　第一部　（以下光度は略して黎｝＝だけで隠します）

長週期星河．増刷中：TX　l）ra7・6－7・1（吉池4），　R　Sur8・L－7・i（廣瀬5），リ・3－7・7

（三｛4｛三8），　1｛　「1’ri　7．9－7．O　（豆匹iJll　1，　廣1動こ6），

　極太附近　TCct　5．5内外（廣瀬9，三．三宅4，但雨名揃はす）・Cct　3．7一一4．7個入差多し

（虞～泣il　9，　三’ヒ4，　掃’ノk　3，　、lf言也］，　ン｛く邊3）Ri　ct　5．8（IPiiau　8），　RY　Sgr　7．0（廣量頼6），

　減光中：T（’Cl）6．7土減？（廣1頼U，坂止3），　WC｝95（，6り（占池4），、V　Cyg7・3
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一8旧訓（廣瀬12，木叩1），UII・・7．8・一8．0（廣漱10），1ωph　7・3－8・0（西川】・廣

瀬8），XOp117．1－7．4（廣瀬12），　R　Sgr　7．7－8．5（西川］t廣1頼10）

　其他　γCas和暗？（西川3，島崎2，木邊】，）

　　　　RCrB　下旬？から減光！！

9　JI　14日

　　　16

　　　17

　　　18

　　　20

　　　22

　　　21・

　　　25

　　　26

　　　29

　10月4

　　　6

59廣瀬，5．7木邊

6．3三宅，

6．〇三宅，

5．7木見，

5．9廣瀬，

5．7木邊，

6，3三三宅，

6．1木邊，

6．3三宅，

6．8廣瀬，

7．5木邊，

7．6木邊，

5．8坂上

6．2木邊

R冠型の代表星であるRCrB星が減光

しれ事に歳事，急報で通知しましt：PS，引

響いて齪遇して下さい・最低14等位まで下

降する事があります・最近【‡1936年10月末

から減光翌1937年1月頃11等級まで下降し

て，其後漸次復光し，38Ili春i：（az　5．7前鼓

の李常光met：復蹄して屠れものです・今回

S’狽k位減光すうか豫口出來まぜん・11月末

からは曉天の観測になります・

第二部2M・x，　TZ　Pcr（小澤，木邊），　U…9Se・（木邊）・1Max・RX　A・d・「o

A・11，SS　Cy9駿，（：Y　I，y・（小澤，木邊），　A、▼Ly・，　SS　Aur・CZ　O・i（小澤）；

其他DI　Cyg上昇急12．5一一一II．O　“la・近し1・N　Cyg　14・0±・A・Opli　min・EZ　A‘11

愛化多（小澤，木邊），SU　Tauく13．8（小澤），　RS　O、・h　11・2士（木邊）其他4藍常・う（に省略

　課員へ　◎悔r川紙のli1球は迭料同封の上木邊宛

　　　　　◎、1　1、y，，，AqいS　C・pぐ夢鰍習1こ三州れる加・購のみでtgく・

　　　　　　【、塒に極大前のミラ型観るの力噴地を轍工傾によい細響ぐす・

　　　　　◎初心の者は槻測手引必讃して下さい．　　　　　（以上10月7日・木邊）

☆図星面課　（9月）
Pt・：，當課から謎恒夫SR　PIWtBさa7・が，今度，前田治久氏力；去る甥20礁召榊

フ縣され†・．ロ三度の火星iこ超人的の活躍樫れ禰氏が，奇しくも・共に慮召さnt：の

であろ．蔽の扮の引臼試滋久fe心から所ってやまアよゼ・同P一｝一　i・：新しい翻賭の

出でん事fte切望してみる．

偲，；・I」11．，土庸遊星界の人望酬揃つt・i：か・はら？，見燗は非常i：tw’”來

年夏の火星の大接近への準備こして，本年度もウンこスケッチの練習遅お願ひし度い・

伽入されt、，匠睨肺の坂上野畑から珍らしく，水星の見取隣3枚頂1・’r・・見姻

受領数な學げるミ：＿

　水星～坂上務氏3枚
金星～坂」筋胴長（これ1・附1・麟の鰍灘告さa〈みる）・・睡市の暢繁氏

　　　　　1枚．
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木星一r11野繁氏9枚，伊ISL幹事2枚

　土星一坂上務氏1枚，

　以上の如くで，地上のスケッチから今年度の各逝星の表面状態た・。巳すS一，

　金星一坂上氏，中野氏共に斑貼な認められてみる，反酎能の非常に強い；の些1亀の表岡

は，遊星lil最も槻測の難しい’直であるから，充分沮三意して槻測され度い．各異つ蛮槻測：K’

が異つれ日に篇されすご見取岡fte　i’ヒ鮫して見るミ，全てがil　i］じ位置に同じ1農さの同じ形態か

し†こ斑鮎な示してみる寧がよくある．これに明らかに（ご云って良い程）イルージョン（幻

影）覗て良い空のt“ツクが暗⇔‘セ，金星が眩しく輝いてみるP・S’・特によく幻影観る・

二んな場合，ごく良質のil絶系統のムーン・グラスを川oxうか叉は反射盟遠鏡ならば主f選

の銀か除いて見るミ幻惑な除く事が出來る・

　木星　　l11…年度の表面こは，縞の位置及濃さ色彩が随分異ってみろ・特に南温幣縞力‘淡

く細く79つ†こ回りに南赤道帯縞が赤味hej曾し，叉所々に緑色引味t：部分が混議して濃く太

くなつ†二・赤道部は署しく赤味が強くなって來†こ事は，今年邊が赤道幣が最も赤色力竃強く

なるt云ふ説が思ひ合はされて面白い．今後もこの赤道部の色彩の愛化に十分注意なして

頂きすこい・

　今一つ重1大な事は，一・咋年邊りから特に著しくなつt：大赤斑が，今年は非常に淡く木邊

tki：依って9月22日20h3｛｝m　lll央通過が計時され7：が，練瓦色ご毛色の混合しれ様な南赤

道帯の南部にあって淡紅色か示して居ろ．fit“1’h’：から淡く79つれのか？或は本年に入って急

に淡くなつ郭のではあるまいか：2これ又．卜分注意しく頂き度い・

　土星一環が大分開いて來て，近頃では7・5c／m級にも美しv’リンク∂の美観祉博しまぜ

てくれる，25c／mか蓼川ずろごカシ昌溝が充分見える様になつt：・本髄の縞は南～卜球t：淡

い太いのが一條見える・

　以上の如くで，今後も高幡な漉けて頂き†こい．　　　　　　　　　　　　一E．D一

★掩蔽課　121扮豫報は，急軸鍛表しましt二．12　JI　3（旧1こ金’直1＝依る・i　1・iB（5，5）の

掩蔽があV）ますが，日奉では駄ljなのが残念です．オ1ストラリアで見得うのみです．

★課員へ
親測†艮；1ρ迭り先　　流　h！，

　　　　　　　　　黄道光

　　　　　　　　　遊星面

其　他

不i嘔たII」縣有田郡金屋：

京都市吉田泉殿59

列目縣川邊郡雲雀ケfl：

京都市上京墨東ン｛：イ司く

丸太町上ル信樂旗館内

小脳孝二郎

山1・ド　・一清

伊達英太郎

木山　戌麿

★訂　　正

210丁壮見f旺il手り1915

　　　　　　　　　　”処

一行「1の中程　　　　成るが

三行口の太字　　　　製光性

下から七行口l15程　　時良いカs

　　正

爲うが

墾光星

時は良いが


